


































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は⑤
森林法に基づく森林経営計画は、森林所有者等が一体的なまとまりのある森林を対象に自
ら作成する「5年を一期」とする計画である。10年を一期とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-2
正解は①
日本の森林率は約67%（国土の約3分の2）であり、OECD加盟国中ではフィンランド、スウ
ェーデンに次ぐ第3位である。カナダに次ぐとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は②
択伐作業は、成熟木を収穫しつつ不良木等を間引き、保続と天然更新を図る複層林施業で
ある。形質の良い優良木のみを単木的に伐採する行為は「淘汰伐（拾い伐り）」であり、
林分を劣化させるため誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は③
連年成長量（CAI）とは、ある特定の1年間における成長量を指す。任意の生育時点におけ
る2年間の成長量とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は②
つる切りは、つる類が造林木に巻き付いて絞殺や幹の変形、樹冠の被圧を引き起こすのを
防ぐ作業であり、下刈り終了直後だけでなく林冠鬱閉後や間伐期に至るまで必要に応じて
随時行われる。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
小班は、樹種や林齢、施業方法の違い等に応じて林班内を細分化した一時的・便宜的な施
業区画である。永久的な区画として固定されているのは林班である。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
定性間伐であっても、伐倒時に周囲の残存木にかかり木となったり樹皮を損傷したりする
リスクは伴う。また、林内の空間配置や密度管理の関係上、必ずしも形質の良い木のみを
残せるとは限らない。

●問題Ⅲ-8
正解は①
植物が根から吸収して有効に利用できる土壌水分は主に「毛管水」である。吸着水（結合
水）は土壌粒子表面に極めて強い張力で保持されているため、植物は利用できない。

●問題Ⅲ-9
正解は③
FAOの2010年世界森林資源評価（FRA2010）において、アジア地域の森林面積は、
2000〜2010年に中国やインド等での大規模な植林活動により純増（年平均220万ha増）を
記録している。

●問題Ⅲ-10
正解は①
ブナは被子植物（双子葉植物・ブナ科）に属する広葉樹である。モミは裸子植物である
が、ブナを裸子植物とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は⑤



ヤナギ類（冠毛を持つ）やマツ類（種子翼を持つ）の種子は、風に乗って遠方へ散布され
る「風散布」である。重力散布とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は④
気候変動枠組条約やIPCCガイドラインにおける「森林の5つの炭素プール」は、地上部バ
イオマス、地下部バイオマス、枯死木、リター、および「土壌有機物」である。土壌有機
物が欠けており不適切である。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
コナラは暖温帯落葉広葉樹林から冷温帯下部に広く分布し、ミズナラは冷温帯（温帯落葉
広葉樹林・夏緑樹林）を代表する樹種である。説明が逆になっており誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は⑤
絶滅危惧Ⅱ類（VU）は「絶滅の危険が増大している種」である。「現時点での絶滅危険度
は小さいが、生息条件の変化によっては上位カテゴリーに移行する要素を有するもの」は
「準絶滅危惧（NT）」の定義である。

●問題Ⅲ-15
正解は①
森林のアルベド（日射反射率）はおよそ0.10〜0.20であり、草地や裸地、雪面等に比べて
小さい。そのため、同じ日射量を受けた場合に森林が吸収するエネルギー量は他の地表面
よりも大きくなる。

●問題Ⅲ-16
正解は④
なだれの到達範囲の目安となる発生点と末端を結ぶ見通し角（仰角）は、一般に表層なだ
れで約18度、全層なだれで約24度である。数値が逆になっており誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
地すべり防止工事において、集水井工や排土工は地すべりの誘因・素因を排除・軽減する
「抑制工」であり、杭工やアンカー工は構造物の力で滑動を直接抑える「抑止工」であ
る。

●問題Ⅲ-18
正解は②
土石流が堆積を開始する渓床勾配は一般に10度以下（緩流域）であり、完全に停止・堆積
するのは3度以下となることが多い。11〜20度は主に流動・通過区間である。

●問題Ⅲ-19
正解は④
流路工は、不安定な土砂の流出・堆積や水流の乱れを防ぎ、土砂と洪水を安全に下流へ導
通させるために渓床・渓岸を固定する工種である。土砂の堆積が生ずるおそれのある箇所
に施工する記述は不適切である。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
積苗工は、山腹の階段上に土を盛り、客土・施肥とともに苗木を根元に据え付けて階段工
と植栽を一体的に施工する工種である。植生盤を用いる工法ではない。

●問題Ⅲ-21
正解は③
レベルと標尺を用いて高低差を測るのは「直接水準測量」である。間接水準測量はトータ
ルステーションやセオドライトで測定した斜距離と高低角から三角法によって高低差を求
める測量である。



●問題Ⅲ-22
正解は⑤
林道の路面横断勾配（片勾配）の大きさは、通常パーセント（%）で表示される。角度
（°）で表すとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は③
ポールと巻尺のみで曲線設定を行うことができるのは「進出法（偏距法）」である。偏倚
角法（偏角法）はトランシット等の測角機器を用いて角度と距離により設定する手法であ
る。

●問題Ⅲ-24
正解は①
林道規程第11条において、林道の路面は砂利道または舗装道とし、砂利道にあっては路面
侵食を防止できる構造とすることが明記されている。

●問題Ⅲ-25
正解は④
ダブルエンドレス式索張りでは、搬器としてエンドレス索の巻き取り・繰出しにより荷上
げと走行を行う「クラブ搬器（キャリッジ）」が用いられる。係留搬器とする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-26
正解は②
日本の高性能林業機械の保有台数内訳は、プロセッサが約3割、フォワーダが約3割、スイ
ングヤーダが約2割弱、ハーベスタが約1割である。スイングヤーダが5割強を占めるとす
る記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は②
1m³生産当たりの所要人工は、伐倒が1/50人日、造材が1/70人日、搬出が1/30人日であ
る。合計所要人工は(1/50)＋(1/70)＋(1/30)＝71/1050人日/m³となるため、労働生産性は
1050/71≒14.8m³/人日となる。

●問題Ⅲ-28
正解は①
刈払機の刈刃は上から見て反時計回りに回転しており、右から左へ振る際に先端左側で刈
り払うのが回転方向と同方向の正常な刈り方である。「同方向に刈り払わないこと」とす
る記述は不適切である。

●問題Ⅲ-29
正解は②
広葉樹の木部組織の大部分を構成するのは「道管」と「木部繊維」である。仮道管やエピ
セリウム細胞（樹脂道周囲細胞）は針葉樹の主要な構成要素である。

●問題Ⅲ-30
正解は②
木材の温度1℃上昇当たりの熱膨張率は10^-6〜10^-5のオーダーであるのに対し、含水率
1%変化当たりの膨潤収縮率は10^-3〜10^-2のオーダーであり、含水率変化の影響の方が
100〜1,000倍程度大きい。

●問題Ⅲ-31
正解は③
大気中における木材の引火点は約240〜270℃、自然発火点は約400〜500℃である。また熱
分解による急激な重量減少は発火前の200℃付近から開始する。

●問題Ⅲ-32



正解は⑤
木材の保存処理法の中で最も確実性が高く薬剤が深く均一に浸潤するのは、加圧缶を用い
て減圧・加圧を行う「加圧注入法」である。温冷浴法とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-33
正解は①
木材の細胞壁成分が持つ親水性の水酸基（-OH）を、疎水性（非親水性）の官能基（アセ
チル基等）で化学置換・封鎖することにより、吸湿性が低下し寸法安定性が向上する。

●問題Ⅲ-34
正解は④
研削加工において研削能力を維持するためには、摩耗した砥粒が適度な研削抵抗によって
脱落・破砕し、新しい鋭利な切刃が次々と表面に現れる「自生作用（自生刃出し）」が不
可欠である。

●問題Ⅲ-35
正解は②
JIS A 5905（繊維板）において、ハードボード（高密度繊維板）は密度0.80g/cm³以上の
ものと規定されている。密度0.35g/cm³以上0.80g/cm³未満はMDF（中密度繊維板）であ
る。


